業界横断2019-2-02

2019年度第1回国際／業界横断EDI＆金流商流情報連携
合同タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2019年7月9日（火）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　B3階　B3-6会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員      菊川　正博     一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 

　　　幹事会員　　　上利慶太郎　　　株式会社NTTデータ
　　　幹事会員　　　伊原　栄一　　　株式会社グローバルワイズ      

　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　　田中　　勝　　　日本情報通信株式会社
幹事会員　　  井坂　弘介      日本情報通信株式会社
幹事会員　　　古城　　篤　　　株式会社ウフル
　　　正会員　　　　谷川　伸司　　　キヤノンITソリューションズ株式会社

正会員　　　　武　　伸一　　　キヤノンITソリューションズ株式会社

　　　正会員　　　　猪股　洋二　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　永壽　拓宏　　　株式会社オージス総研
　　　正会員　　　　港　　和行　　　イオンアイビス株式会社
　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社

　　　正会員　　　　森　　安代　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　柏倉　太一　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　坂本　恒之　　　株式会社スマイルワークス

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　賛助会員　　　坂本　真人　　　一般財団法人流通システム開発センター

　　　賛助会員　　　吉原　康之　　　一般社団法人全国銀行協会

　　　賛助会員　　　帆足　弘治　　　一般財団法人建設業振興基金
　　　オブザーバ　　中村　秋人　　　豊田通商株式会社

　　　オブザーバ　　尾崎真一郎　　　豊田通商株式会社

　　　オブザーバ　　杉山　広大　　　豊田通商株式会社

　　　オブザーバ　　松坂　緑貴　　　トピックス株式会社

事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

事 務 局
     斉藤　良一     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
出席者30名
４．議事概要　
2019年度第1回国際/業界横断EDI＆金流商流情報連携合同タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：合同2019-1-01第1回合同タスクフォース議事次第）
４－１．2019年度タスクフォース委員紹介およびリーダーの選任

　本日の出席者全員（30名）の自己紹介を行った後に、今年度のリーダーの選出を行った。以下のリーダーが全会一致で選出された。
・国際/業界横断EDIタスクフォースのリーダーは兼子邦彦氏が選出された。

・金流商流情報連携タスクフォースのリーダーは遠城秀和氏が選出された。
（資料：合同2019-1-02(1) 2019年度国際／業界横断EDI TF委員名簿）
（資料：合同2019-1-02(2) 2019年度金流商流情報連携TF委員名簿）
４－２．2019年度タスクフォース活動計画
　今年度の2019年度国際連携タスクフォースの活動計画について、事務局菅又より説明があった。
（資料：合同2019-1-03(1)　2019年度国際／業界横断EDI TF活動計画）
（資料：合同2019-1-03(2)　2019年度金流商流情報連携TF活動計画）
◆2019年度国際／業界横断EDI TF活動計画の概要
国際／業界横断EDIタスクフォースは、国連CEFACT共通辞書とタイムリーに連動する国内用の業界横断EDI辞書を保守管理し、当該辞書を核にした業界横断EDI仕様の国内産業界に展開する。
（１）SIPS業界横断EDI仕様の国際標準化推進
（２）SIPS業界横断EDI仕様の国内業界への展開
◆スケジュールについて
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【説明の骨子】

・タスクフォースの開催は、合同が7月、11月の2回、単独が9月、1月、3月を予定している。
· 国連CEFACT共通辞書に３件の追加要求がある。本日審議願いたい。
· SIPS提案の国連CEFACTの正式プロジェクト：XMLメッセージ構築ガイドラインがスタートしている。現在要件定義の段階にある。当ガイドラインの日本語版は国際／業界横断EDIタスクフォースで行う。
· 中小企業共通EDIの成果について、国連CEFACT日本委員会としてレジストリ登録と公開を計画している。ITCAを中心にしてプロモーションしていただくが、どの業界とマッピングしていくかなどご意見をもらいたい。

· また、新規分野（農業機械など）への展開も行いたい。

· 主要な以下の業界団体とどう進められるかなど検討を推進する。

（自動車、電気電子、流通、建設業他）
【質疑】

· マッピングという言葉だけでは意味が良く理解されないのではないか。（遠城）
· 中小企業共通EDIにつき、JEITAおよび自工会には金融EDI連携も含めて説明は行っている。（川内）
· 流通BMSとのマッピングは、データ構造の違いなどもあり難しいと思う。（坂本（真））
· 建設ではS-ZEDIとのマッピングを検討している。資材系のEDIについては未整備。（帆足）

◆2019年度金流商流情報連携TF活動計画の概要
金流商流情報連携タスクフォースは、金融業界の決済高度化に向けた戦略的取組みに呼応した産業界への実装準備を推進するとともに、金流商流情報の利活用に関する研究を行う。
（１）金流商流情報連携基盤の推進
（２）金流商流情報の利活用分野の調査
◆スケジュールについて
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【説明の骨子】
· タスクフォースの開催は、合同が7月、11月の2回、単独が8月、2月を予定している。
· 利活用の調査ではSCCCリアルタイム経営推進行議会が発足した。本日説明をお願いしている。
【質疑】

· 全銀EDIとSIPSの登録との関連はどうなっているのか？（上利）

➔それぞれが独立した仕組みでやっている。（菅又）

· それぞれの登録についての連携は、検討を進めるということで良いか？（上利）

➔SIPSの登録は受発注プロセスを含めたドメイン標準単位となっており、全銀EDI登録と1対1対応とならないケースもあり得る。今後、検討を進める予定。（菅又）
· 8月の金流商流情報連携タスクフォースでの審議事項は何か。（遠城）
(特に焦点にすべき審議予定がないので、8月度のタスクフォースはスキップして、次回は11月に国際／業界横断EDIタスクフォースとの合同会議としたい。（菅又）
４－３．業界横断EDI辞書

（資料：合同2019-1-04(1)　業界横断EDI仕様の管理手順）
（資料：合同2019-1-04(2)　 業界横断EDI仕様の技術審査要領）
◆次に国連CEFACT日本委員会にて発行した業界横断EDI仕様の管理手順と技術審査要領についてご説明したい。（菅又）
· 今後、国連CEFACT標準準拠のメッセージ開発をする方、および国連CEFACTに変更申請する方に読んでもらいたい。重要な個所は技術審査基準である。（25頁以降）

· 技術審査員はSIPS関係者：兼子、遠城、菅又の3名及び国連CEFACT日本委員会・標準促進委員会の2名が行っている。

· 詳細は別冊の「業界横断EDI仕様の管理手順」及び「業界横断EDI仕様の技術審査要領」を参照願いたい。
◆続いて新たに発行された業界横断EDI辞書について説明があった。
（資料：合同2019-1-05 業界横断EDI辞書2019年A版（SIPSホームページ）
· 現在、「業界横断EDI辞書2019年A版」がSIPSのホームページからダウンロードできるようになっている。

· （注）英語版はダイレクトに国連CEFACTのホームページからダウンロードして下さい。
４－４．金融EDI商流情報について
（資料：合同2019-1-06  金融EDI商流情報埋込用MIME Type）
遠城氏より金融EDI商流情報について以下の説明があった。

· 昨年12月の第3回金流商流情報連携タスクフォースで決まった『MIME Typeの登録』結果報告です。
· 電子メールやEDIメッセージに、Base64でエンコードされたデータまたは平文の情報を組み込むためのMIMEヘッダーの定義情報の追加である。

· MIMEヘッダーのContent-Type:applicationのサブタイプとしてvnd.ciediを追加提案し、IANA（Internet Assigned Numbers Authority）にて登録が認められた。

· 格納するデータのフォーマット登録は次のように行う。

例：Content-Type:application/vnd.ciedi;format=JPSFEDI012019A

【質疑】

· ZEDIとの検討は行われたのか？公表するには問題があると思う。ミスリードされないような配慮をお願いしたい。（上利）

➔登録はMIMEサブタイプだけであり、全銀EDIでの使い方等についての摺合わせは行っていない。ZEDIでの使い方については今後検討を行いたいと考えてる。（遠城）
４－５．金流商流情報連携利活用

（資料：合同2019-1-07  SCCCリアルタイム経営推進協議会）
兼子氏より、「SCCCリアルタイム経営推進協議会」について以下の説明があった。
· 7月1日に組織の登録をしたばかりだ。理事長は兼子氏。
· 国は「FinTechビジョン」で3つのテーマを掲げた。①キャッシュレスの推進②SCCC③バックオフィスであるが、②については何もやっていない状況。

· SCCCを2020年までに5%改善するという目標がある。従来のCCCは回収は早く、支払は遅くだが、SCCCは回収も早く、支払も早くである。取引先の中小企業は嬉しくなる。
· 具体的には、EDIを推進できないところ（中小企業の大半が対象）にはQRコードを付けた伝票を普及させたい。
【質疑】

· 企業にとってCCCの支払い遅くはわかりやすいが、SCCCの支払も早くはどう展開するのがよく分からない。（吉原）

➔そこが難しいところだ。国や自治体から先にやってもらいたいと思っている。（兼子）

➔SCCCはサプライチェーン全体の改善がキーと思う。それが企業グループ全体の業績改善につながる。（伊原）

➔下請け支援の発想が重要では。（吉原）

➔海外の取引から先に進める考え方もある。（兼子）
４－６．国連CEFACT共通辞書サブミッション

（資料：合同2019-1-08(1)  中小企業共通EDIサブミッション）
（資料：合同2019-1-08(2)  農業機械EDIサブミッション）
（資料：合同2019-1-08(3)  コンテキストカテゴリ・サブミッション）
3つの追加要求の事案について協議がなされた。
◆中小企業共通EDIサブミッション（川内氏説明）

· インボイス方式となった時、帳簿と請求書の両方が必要になる。この時、電子インボイスがベターだが、注文から支払までの情報項目が相互に突合ができないと工数がかかり問題となる。
· 相互にコード（ステータスコード、タイプコードほか）を持てるようにしてもらいたい。要求事項として整理したのでSIPSに提案している。情報項目を整理して2019Bに入れてもらいたい。
【質疑】

· 参照文書クラスは注意が必要と思う。ITデータモデルの観点から見ると、コードで参照先を特定すれば良いのであって、参照文書の内容を記述するのは混乱をきたす。（遠城）

➔そのメッセージは、取引先のアプリケーションと相対でなくてはならない。（坂本真）

➔提案の可否についてはタスクフォース後、更に検証したい。（菅又）

◆農業機械EDIサブミッション（菅又説明）

· メーカー4社および農協にてワーキングを結成して検討している。

· 農家（発注元）から１次のJAに、そこから２次の総合メーカーに、更に３次のローカルメーカーに発注があってそこから農家に納入される構造になっている。
【質疑】

· ローカルルールにならないか危惧される。（遠城）

➔別途打ち合わせたい。（菅又）

◆コンテキストカテゴリ・サブミッション（菅又説明）

· 一部に取違の個所があったのでこれを修正したい。

４－７．その他（大手業界標準EDIとの連携方策について）
· 前段（4-2）の意見を参照のこと。（本項では議論なし）
４－８．次回の日程について
　次回のタスクフォースの日程と場所は以下です。
（１）第２回国際／業界横断EDI　タスクフォース

日時：2019年9月10日（火）14時―17時

場所：機械振興会館　6階6－62会議室
（２）合同タスクフォース（国際／業界横断EDI&金流商流情報連携）
日時 ：2019年11月12日（火）14時―17時

場所 ：機械振興会館　B3階1会議室
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